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ヤング ケアラー

 
 「ヤングケアラー」とは、英

えい

語
ご

の「ヤング（YOUNG）」

（若
わか

い）と「ケアラー（CARER）」（世
せ

話
わ

する人
ひと

）を

組
く

み合
あ

わせた言葉だ。 

 どの様
よう

な人のことを言
い

うかというと、本
ほん

来
らい

なら

大
おと

人
な

が担
にな

うような家
か

族
ぞく

内
ない

の仕
し

事
ごと

や世話を担
にな

ってい

る、 概
おおむ

ね 18歳
さい

以
い

下
か

の子
こ

ども達
たち

のことを指
さ

す。 

日
に

本
ほん

でも数
すう

年
ねん

前
まえ

からこの言
こと

葉
ば

を聞
き

くようになっ

たが、特
とく

に 2021年
ねん

4月
がつ

に国
くに

が「ヤングケアラー」に

ついて初
はつ

の実
じっ

態
たい

調
ちょう

査
さ

を 行
おこな

った結
けっ

果
か

、事
こと

の深
しん

刻
こく

さが明
あか

るみに出
で

て、一
ひと

つの社
しゃ

会
かい

問
もん

題
だい

として認
にん

識
しき

さ

れるようになり、より一
いっ

層
そう

耳
みみ

にするようになった。 

実態調査の結果によると、 中
ちゅう

学
がく

2 年
ねん

生
せい

の 5.7

％
パーセント

（17人
にん

に一
ひと

人
り

に当
あ

たる）が、また 小
しょう

学
がく

6 年生

においては 6.5％（約
やく

15 人に一人）が「世話をして

いる家族がいる」と答
こた

えている。また、中学 2 年生

で家族の世話をしていると答えた中
なか

には、一
いち

日
にち

7時
じ

間
かん

以
い

上
じょう

ケア（世話）をしている子どもも 1割
わり

いた。 

では、ヤングケアラーとみなされる子どもたちは

日々
ひ び

家族にどんなケアを行っているのだろうか。主
おも

なものとしては介
かい

護
ご

や家
か

事
じ

が多
おお

く、 障
しょう

害
がい

や 病
びょう

気
き

のある親
おや

の代
か

わりに買
か

い物
もの

、 料
りょう

理
り

、洗
せん

濯
たく

、掃
そう

除
じ

な

どの家
か

事
じ

全
ぜん

般
ぱん

をしていたり、親に代わって 幼
おさな

い

兄
きょう

弟
だい

姉
し

妹
まい

の世話をしていたり、介護や見
み

守
まも

りが必
ひつ

要
よう

な家族の世話をしていたり、家族が 働
はたら

けないの

で家
か

計
けい

を助
たす

けるために労
ろう

働
どう

していたりする。そし

て日
に

本
ほん

語
ご

が第
だい

一
いち

言
げん

語
ご

ではない家族のために、あら

ゆる生
せい

活
かつ

場
ば

面
めん

で通
つう

訳
やく

をしている子ども等
など

も、厚
こう

労
ろう

省
しょう

のヤングケアラーの定
てい

義
ぎ

に含
ふく

まれている。 

このヤングケアラーたちは家族の世話のために、

通
つう

常
じょう

なら確
かく

保
ほ

されるべき子どもとしての時
じ

間
かん

を

ニュース
に ゅ ー す

の言葉
ことば
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失
うしな

っている場
ば

合
あい

が多
おお

い。アンケートでも、「やりた

いけどできないこと」として、1位
い

「自
じ

分
ぶん

の時間が取
と

れない」、2 位「 宿
しゅく

題
だい

や勉
べん

強
きょう

の時間が取れない」、

3位「友
ゆう

人
じん

と遊
あそ

べない」「睡
すい

眠
みん

が 十
じゅう

分
ぶん

にとれない」、

4 位以
い

下
か

として、「進
しん

路
ろ

の変
へん

更
こう

を余
よ

儀
ぎ

なくされた」、

「学校に行
い

けない」などがあがった。ヤングケアラー

として自
じ

分
ぶん

を優
ゆう

先
せん

できない生
せい

活
かつ

は、心
しん

身
しん

の健
けん

全
ぜん

な成
せい

長
ちょう

や 将
しょう

来
らい

に向
む

けての 力
ちから

を 蓄
たくわ

える青
せい

少
しょう

年
ねん

期
き

の大
たい

切
せつ

な時間を奪
うば

っている。中
なか

には 自
みずか

らの

健
けん

康
こう

を損
そこ

なったり不
ふ

登
とう

校
こう

につながったりするケ
け

ー
ー

ス
す

もある。では、子どもに負
ふ

担
たん

をかけている親が悪
わる

いのかというと、親も自
じ

立
りつ

して子
こ

育
そだ

てをやりたくて

も 十
じゅう

分
ぶん

にできない事
じ

情
じょう

を抱
かか

えているのだ。 

以下「朝
あさ

日
ひ

新
しん

聞
ぶん

」の連
れん

載
さい

記
き

事
じ

からヤングケアラー

の事
じ

例
れい

を 2例
れい

、要
よう

約
やく

して 紹
しょう

介
かい

する。 

母
ぼ

子
し

家
か

庭
てい

で 3人
にん

兄
きょう

弟
だい

の 長
ちょう

男
なん

である 15歳
さい

のあ

る 少
しょう

年
ねん

（ 中
ちゅう

2）は、精
せい

神
しん

疾
しっ

患
かん

がある母
はは

親
おや

が 入
にゅう

院
いん

し、残
のこ

された 弟
おとうと

と 妹
いもうと

の世
せ

話
わ

がその肩
かた

にかか

ってきた。祖母
そ ぼ

が時
とき

に 協 力
きょうりょく

してくれたが、発 達
はったつ

障 害
しょうがい

のある弟と妹は学 校
がっこう

への送
おく

り迎
むか

えも必 要
ひつよう

で

手
て

がかかった。そして少年は徐
じょ

々
じょ

に不
ふ

登
とう

校
こう

になり、

少年の日
にち

常
じょう

は弟と妹の世話に明
あ

け暮
く

れ、自分のこ

とは二
に

の次
つぎ

の生活になった。母
はは

親
おや

は学
がっ

校
こう

の担
たん

任
にん

に

も自分の 病
びょう

気
き

のことは話
はな

さず、少年の希
き

望
ぼう

で学校

を休
やす

んでいると告
つ

げる。少年も「親きょうだいのこ

とを学校の先生に言っても意
い

味
み

がない」と家庭の事

情は何
なに

も話さなかった。その後
ご

唯
ゆ

一
いつ

通
かよ

っていた民
みん

間
かん

の学習支
し

援
えん

教
きょう

室
しつ

で初
はじ

めて母
はは

やきょうだいのこ

とを話すことができ、支
し

援
えん

につながって 1 年後
ご

登校

できるようになった。 

ネ
ね

パ
ぱ

ー
ー

ル
る

から来
き

て 通
つう

信
しん

高
こう

校
こう

に 通
かよ

うある 男
だん

子
し

生
せい

徒
と

は、親が日
に

本
ほん

語
ご

がほとんど話
はな

せないので祖
そ

母
ぼ

の

病
びょう

院
いん

の付
つ

き添
そ

いをしているが、医
い

師
し

の説
せつ

明
めい

の通
つう

訳
やく

は 命
いのち

にかかわる問題だけに、自分の通訳で祖母
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の命を危
あや

うくしてしまったらどうしようと、怖
こわ

くて

たまらなかったという。日
ひ

頃
ごろ

の 行
ぎょう

政
せい

手
て

続
つづ

きや自分

の学校の三
さん

者
しゃ

面
めん

談
だん

の通訳まで全
すべ

てこなさなければ

ならないという 状
じょう

況
きょう

は、高
こう

校
こう

生
せい

には荷
に

が重
おも

い。

必要に迫
せま

られると学校を休
やす

んでも行
い

かねばならな

いこともある。 

このようにヤングケアラーの中には自分の進
しん

学
がく

を 諦
あきら

め、家族の用
よう

事
じ

を優
ゆう

先
せん

し、自分はア
あ

ル
る

バ
ば

イ
い

ト
と

で経
けい

済
ざい

的
てき

に家族を支
ささ

えるといった選
せん

択
たく

をする子ど

ももいる。 

ヤングケアラーは、世話をする対
たい

象
しょう

が家族や親
しん

族
ぞく

であるがゆえに、内
ない

外
がい

から当
とう

然
ぜん

のことと見
み

られ、

見えない存
そん

在
ざい

になりがちである。そして長
なが

年
ねん

ヤン

グケアラーとしての時間を過
す

ごした結
けっ

果
か

、その対象

の家族がいなくなった時、成
せい

人
じん

年
ねん

齢
れい

に達
たっ

したとし

ても、人や社会から孤
こ

立
りつ

して自
じ

立
りつ

する 力
ちから

を持
も

てな

くなっていることもある。 

調査結果を見ても、家族の世話をしているという

中学 2 年生のうち、自分の置
お

かれている状況につい

て誰
だれ

かに相
そう

談
だん

したことがあるかという問
と

いに対し

て、67.7％が「ない」と答えている。相談しない理
り

由
ゆう

としては 74.5％が「誰
だれ

かに相談するほどの悩
なや

みでは

ない」と 考
かんが

えており、その他
ほか

に「相談しても状況が

変
か

わるとは思
おも

えない」「家族のことは話しにくい」「誰

に相談するのが良
よ

いかわからない」「家族に対して偏
へん

見
けん

を持たれたくない」等
など

の回
かい

答
とう

で、日々負
ふ

担
たん

を感じ

ていても家族の問題は抱
かか

えざるを得
え

ない事
こと

柄
がら

とし

て受
じゅ

忍
にん

している様子が見
み

受
う

けられる。 

それゆえにこのような状況に置かれた子どもたち

は、一人でス
す

ト
と

レ
れ

ス
す

を抱えて孤立しがちである。 従
したが

ってなかなか 表
ひょう

面
めん

化
か

しにくいこの「ヤングケアラ

ー」を発見するための積
せっ

極
きょく

的
てき

な 働
はたら

きかけが求
もと

め

られている。 

国
くに

は 2022年
ねん

度
ど

からの 3 年間を、この「ヤングケ
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埼

ライン)来受理咨询。 

    （B）

アラー」問題に対する 集
しゅう

中
ちゅう

的
てき

な取
と

り組
く

み期
き

間
かん

と

定
さだ

め、自
じ

治
ち

体
たい

の施
し

策
さく

の後
あと

押
お

しをすることを決
き

めた。 

ある自治体では、30 歳までの若いケアラー対象の

相談窓口を設
もう

けた。福
ふく

祉
し

の専
せん

門
もん

家
か

が官
かん

民
みん

問
と

わず連
れん

携
けい

して相談にあたる。ケアラーの支
し

援
えん

条
じょう

例
れい

を制
せい

定
てい

した埼
さい

玉
たま

県
けん

では、元
もと

ヤングケアラーが中学校や

高
こう

校
こう

で経
けい

験
けん

を話
はな

して、生
せい

徒
と

や学校側
がわ

に理
り

解
かい

を広
ひろ

げる 試
こころ

みを行ったり、オ
お

ン
ん

ラ
ら

イ
い

ン
ん

で悩
なや

み相談がで

きる会
かい

も始
はじ

めた。若い子どもたちが利
り

用
よう

しやすいよ

うにLINE
らいん

で相談を受け付ける自治体も出てきた。 

関
かん

心
しん

のある人、今
いま

悩みを抱えている人は、自分の

住
す

んでいる地
ち

域
いき

の自治体に問い合わせしてみよう。

家族は子どものために、子どもは自分自
じ

身
しん

のために、

抱え込
こ

まずに「 S
えす

O
おー

S
えす

」を出そう。また、社
しゃ

会
かい

の方
ほう

も「SOS」を受
う

け止
と

められる環
かん

境
きょう

を 整
ととの

えていかな

ければならない。            （B） 

 

[相談先
さき

サ
さ

イ
い

ト
と

] 

 ●厚
こう

生
せい

労
ろう

働
どう

省
しょう

H
ほーむ

P
ぺーじ

「子
こ

供
ども

が子供でいられる

街
まち

に」 https://www.mhlw.go.jp/young-carer/ 

全
ぜん

国
こく

の 児
じ

童
どう

相
そう

談
だん

所
じょ

一
いち

覧
らん

や 日
に

本
ほん

精
せい

神
しん

保
ほ

健
けん

福
ふく

祉
し

協
きょう

会
かい

「子どもと家族の相談窓
まど

口
ぐち

」、当
とう

事
じ

者
しゃ

グ
ぐ

ル
る

ー
ー

プ
ぷ

や家族会
かい

等 

 ●その他  

一
いっ

般
ぱん

社
しゃ

団
だん

法
ほう

人
じん

レ
れ

ガ
が

ー
ー

ト
と

おおた「オンライン相談」

（文
ぶん

書
しょ

通
つう

訳
やく

、相談、 就
しゅう

学
がく

・学
がっ

校
こう

生
せい

活
かつ

支
し

援
えん

） 

中
ちゅう

国
ごく

語
ご

対
たい

応
おう

：木
もく

曜
よう

日
び

：10：00-17：00 

http://www.legatoota.jp/service_onlineconsultation.h

tml  


